
【支部だより】 

川越支部、2026 (令和 8) 年度支部総会と特別講演会を開催 
 

川越支部では、支部総会を 2026年 6月 20日(土)に川越ラ・ボア・ラクテにて開催しました。 

出席は川越支部会員 10 名、さいたま支部会員 4 名、秩父支部会員 1 名の計 15 名が参加し

ました。 また特に、今回、川越支部総会としては初めて特別講演会を、会場対面方式とオン

ライン方式の併用型で実施し、オンラインでも全国(東京、川越、宇都宮、愛知、三重、和歌山、

四国、等の各支部) から計 8名の会員にご参加いただくこともできました。 

 

総会では、物故者への黙祷、支部長挨拶に続いて、ご来賓として今年 11月 14日の 「秩父

の文化と自然を楽しむ集い」 を共同幹事として開催を計画している秩父支部の畝支部長より

ご挨拶をしていただきました。 その後、各議案、① 2025 年度事業活動報告、② 2025 年度

決算報告及び監査報告、③ 2026 年度事業計画案、④ 2026 年度予算案、⑤ 2026 年度役

員、の説明と審議が行われ、それぞれ承認されました。 

特別講演は、群馬大学大学院理工学府、電子・機械部門の教授・三輪空司先生にお出で

いただき、『コンクリート構造物の老朽化対策に向けた非破壊評価技術』 と題して、その最先

端の取り組みと今後の展望について、ご講演をしていただき拝聴しました。              

講演内容としては、近年、全国の道路や橋、トンネルなどのコンクリート構造物の老朽化がニ

ュースでもよく話題になっており、日本のあらゆる社会インフラにおいて老朽化が深刻な課題

となっている中、目に見えないコンクリート内部の鉄筋のサビや劣化を、壊さずに正確に突き

止める、三輪教授が研究開発された 「加振レーダ法」 という画期的な技術について、分かり

易くご説明していただきました。また講演終了後、参加者と活発な質疑応答も行われました。 

 懇親会も同じ会場で講師の三輪先生も交え、非常に楽しい交流の場となりました。 出席者

各位の近況報告では、特に、秩父支部の畝支部長が、趣味の謡曲 『羽衣』 を披露くださり、

また 11月の秩父・川越支部合同開催のイベントについての会話も弾むなど、非常に有意義な

懇親会となりました。最後に、『関東八州』 を高らかに全員で斉唱し、今後ますますの健康を

誓いあって、解散となりました。 （支部長 雨宮敏文 修 54K） 

 



後列左より  山﨑（短 45E）  吉川（52K）  金澤（52S さいたま支部)  泉名（41C） 

長谷川（52P さいたま支部）  本川（57S）  松原（修 56C さいたま支部）  麻生（53W） 

須藤（56C）  小澤（54M）  荒井（38C） 

前列左より  小西（修 49C連合支部長）  畝（45E秩父支部長)  三輪教授（特別講演会講師） 

雨宮（修 54K）  深瀬（37W） 

   

  

【群馬大学大学院 理工学府、三輪空司教授による特別講演会】 

 

【懇親会にて『関東八州』を斉唱】 


